
みとよし におちょう

三豊市仁尾町土地改良区 (香川県)

面 積：545ha

組合員：913人

理 事： 12人（うち女性員内１人）

監 事： ４人（うち員外監事１人）

職 員： １人（うち女性１人）

：７選任区（自治会単位）から４～５人の

総代より候補者を選出している。

組織の概要

○○○○理事長より

左) 事務の森さん 中) 森理事 右) 木下理事長

フルネームふりがな

経歴

農家の長女で生まれ、
学校関係の仕事をしなが

ら休日に田畑、ミカン畑

の手伝いをしていた。現

在は、定年退職し、学童
保育に転職。父の跡を継

ぎ組合員となり、田畑と

ミカン畑の管理を行って

いる。

○○○○理事
フルネーム・ふりがな

理事になって思うこと

（男女共同参画について思うこと、課題や解決のためにできることなど）

女性が少なく男性が多いため、就任当初は、なかなか

雰囲気に馴染めなかった。また、女性が増えないと理事

会での発言や相談が難しいと感じている。女性を増やし
発言や相談しやすい環境づくりが必要と感じた。

また、男女関わらず、農業者（特に若い人）が少なく

なっている。自ら理事になりたいという人が少ないと思

う。

選挙制 ・ 選任制

令和３年12月３日 総代会にて選任

令和３年12月20日 理事就任

(任期：令和７年12月19日）

登用までの流れ

女性理事登用を進めるための秘訣（女性側からの、これから進めようとする土地改良区へのアドバイス）

まずは、農業に従事している女性に声をかけることが第一歩だと思う。そこで交わした話を通して土地改

良区への理解とともに、土地改良区は男性の組織ではないことを認識してもらっておき、機会をみて理事へ

の就任のお願いをしてみてはどうか。また、就任後も活躍しやすい環境づくりが大切だと思う。

定数内で男性に代わって女性が就任

※女性理事登用を進めた動機やきっかけ。女性理事への期待。
これから進めようとする土地改良区へのアドバイス。

今の時代ですから、女性が入る違和感、嫌悪感は

なく、女性からの目線で意見をだしていただけたら
という思いです。

土地改良は男性社会というイメージを払拭していく

必要があると思います。

※登用によって土地改良区に生じた変化。これから進めようとする
土地改良区へのアドバイス。

「私に理事が出来るかな」と思っている方が多いと思い
ます。何かあれば、役員、事務局がサポートする 事を伝
えてみれば、引き受けてみようかなと思ってもらえるかも
しれません。

事務局より

事務局

※どのように説得したか。

森理事の選任区で理事を選出する際、

まず森理事にお声がけをさせていただいた。

何かあれば事務局がサポートすると伝え、引

き受けていただいた。

森理事

※引き受けた決め手。

前任者が80歳過ぎた女性の方がされてい

た。その方よりは年齢を重ねていないので、

自分もできるかなと思い引き受けた。

森さんが理事を引き受けるまで

通常の理事
登用方法

もりくにこ
森久仁子理事

きのしたみのる
木下実理事長より



ふちゅうかいたく

府中開拓パイロット土地改良区 (香川県)

面 積：113ha
組合員：141人
理 事：７人（うち女性員内１人）
職 員：１人

組織の概要

○○○○理事長より

※。

フルネームふりがな

経歴

みかん園の経営の傍

ら、調理師免許と簿記

１級を取得し、川柳に

も造詣が深い活動的な

女性です。

○○○○理事
フルネーム・ふりがな

理事になって思うこと

（男女共同参画について思うこと、課題や解決のためにできることなど）

理事として業務全般を担っていますが、特に潅

水担当理事の一人として送水ポンプの稼働状況や

組合員からの問い合わせなどの対応を行っていま

す。

選挙制 ・ 選任制

令和５年３月25日 総会にて選挙
４月11日 理事就任

（現在１期目）

登用までの流れ

女性の考え方、発想力を
土地改良区の運営に生かして

よしだみえこ
吉田三枝子理事

※女性理事登用を進めた動機やきっかけ。女性理事への期待。これから進めようとする土地改良区へのアドバイス。

吉田さんが理事になられてから、役員会の会議運営がスムーズにいくようになったと感じています。

府中開拓パイロット園内の意見をいただいており、土地改良区の運営のため、男性だけでは気づかない、女

性ならではの視点、考え方、意見をいただくことを今後も期待しています。

事務局

※どのように説得したか。

吉田さんとは顔馴染みで、耕作されている農園やお人柄を勘案し、前理事長と相談し、吉田さ

んに理事就任を打診しました。

吉田理事

※引き受けた決め手。

最初、自分には無理だと言ったが、ご近所さんである山中さんの「女性理事が必要」との言葉で、理

事を引き受ける決意をしました。

分からないところは周りの方に教えてもらい、理事の仕事を通じて土地改良区への理解が深まってい

ます。

吉田さんが理事を引き受けるまで

松本康生理事長より

左) 山中さん 中) 吉田理事 右) 松本理事長

事務局

※どのように説得したか。

令和４年12月～令和５年１月頃にかけて、前理事長が山中さんと一緒に検討を進めました。

令和６年６月作成


